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実態調査（課外活動団体の状況・地域のニーズ）

実施に向けた制度の検討

制度の実施

制度の検証・見直し

1

目
標

実
績

2

目
標

実
績

大学 企画課管理用

推進主体 学生センター

責任者 学生センター所長

分　類 実施計画 開始年度 完了年度 将来的な継続

年度 あり（予定）

① 目的・内容

【目的】
大学が主体となり、学生の学びの場や活動の場を地域社会に展開する仕組みを構築することで、学生と地域社会と
の接点の拡大を目指す。
【内容】
・課外活動団体による地域交流活動の推進
従来から、地域との交流活動を行っている団体はあるが、団体が個々に活動しており、大学がその活動内容の全体
像について把握していない。課外活動団体の活動実態に加え、地域社会側が持つニーズを調査をした上で、大学
が主体となり、課外活動団体が地域で活動できる場、地域交流の場を積極的に提供し支援する制度を構築する。

 

② 到達目標（数値目標／定性目標 ）　※数値目標を設定できない計画は、定性目標を設定すること。
課外活動団体が、演奏・発表活動やスポーツ教室実施などを通して、積極的にまた安心して地域交流を行うことが
できるように、大学が地域社会との取り次ぎを行う制度（大学HPで交流内容を広報／地域社会から大学への申込
制）の構築や助成金交付等の活動支援を実施する。

社 C
③サービスラーニングや課外活動を通し
た学生と地域社会との接点の拡大

令和 年度 令和

予
定

④ 数値目標の詳細　※設定できない計画については記載不要。

指標の名称 指標の定義（計算式／説明）

③ ロードマップ

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

令和９年度
（2027年度）

令和９年度
（2027年度）

直近
令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

直近
令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

令和９年度
（2027年度）
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・各団体で個別に実施している地域交流活動の実態及び
地域社会のニーズについて調査を行う。
・コロナ禍前に各団体が個別に実施していた地域交流活動
について、復活支援を行う。

・新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが５類に
移行された令和５年５月８日以降、令和４年度に行っていた制限
を全て解除し、完全にコロナ禍前の課外活動に戻すことができ
た。学外者との活動についての制限も撤廃したが、コロナ禍前に
行っていた地域交流活動のノウハウが引き継がれていない団体
もあったので、復活支援を行った。
・各団体で個別に実施している地域交流活動の実態について、
調査を行った。

★進捗段階：「実施展開」
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コロナ禍前に各団体が個別に実施していた地域交流活動
について、大学が地域社会との取り次ぎを行う制度（大学
HPで交流内容を広報／地域社会から大学への申込制）を
構築する。まずは、交流活動の場として、主に地方自治体を
対象に検討することとしたい。

各団体で個別に行っている地域交流活動の内容を把握するとと
もに、「区内大学との連携・協議に関する包括協定」を締結して
いる豊島区と連携し、新規事業として以下のとおり地域交流活動
を実施した。
【馬術部】部員の案内により本学厩舎見学を２日間実施。近隣小
学校の児童、教職員が200名参加。
【社会福祉研究会】部員が学習指導員となり豊島区立中学校の
中学生に対して放課後学習支援を毎週水曜日計26回実施（とし
ま地域未来塾）。会場は大学の教室。中学生18名が登録。

★進捗段階：「実施展開」

⑤ 実施計画／実施報告

年度 実施計画 実施報告／今後の課題
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・各団体で個別に実施している地域交流活動の実態及び
地域社会のニーズについて調査を行う。

令和４年度の課外活動は、コロナ禍前の活動に限りなく近づける
ことを目標として実施したが、学内施設で行う試合の無観客開催
や指導者以外の活動参加を不許可にするなど、保証人（学生の
ご家族）・卒業生及び学外者との活動を制限したため、地域社会
との交流は、難しい状況であった。次年度は、社会情勢にあわ
せ、まずは、学外者との活動について制限の緩和を行うところか
ら始める必要がある。

★進捗段階：「計画立案」

(

2
0
2
5
年
度

)

令
和
７
年
度

・昨年度開始した地域交流事業を継続するとともに、豊島区
と連携し新事業を検討、実施する。あわせて、各団体が個
別に実施している地域交流活動に対し助成金の交付を行う
など支援体制を強化する。
・地域交流を通して社会貢献を実施している他推進主体と
情報共有を行うとともに、協働の可能性を検討する。

・令和７年度に引き続き、「区内大学との連携・協議に関する包
括協定」を締結している豊島区と連携し、以下のとおり地域交流
活動を実施した。
【馬術部】部員の案内により本学厩舎見学を２日間実施。近隣小
学校の児童、教職員が200名参加。
【社会福祉研究会】部員が学習指導員となり豊島区立中学校の
中学生に対して放課後学習支援を毎週水曜日計28回実施（とし
ま地域未来塾）。会場は大学の教室。中学生30名が登録。
・一般社団法人昭和会館と連携し、以下活動を開始した。
【書道部】昭和会館書道部のメンバーとともに、児童養護施設で
の書道指導（月1回程度）。
・地域連携事業等に協力する課外活動団体に助成金を支給し
た。
★進捗段階：「展開完了」
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・地域交流事業を継続するとともに、助成金給付等の支援
体制を強化する。
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